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広報りっとう

今月の主な内容
・まちづくりの市政功労者を表彰
・叙勲・褒章・大臣表彰
・本人通知制度に登録しませんか？
・うますぎる栗東大使 森田まさのりさん

11 月８日、栗東駅前でイルミネーション「大宝冬ホタル」の点灯
式が行われました。新型コロナウイルス感染症の終息を願い、大宝学
区の子どもたちがひとつひとつのペットボトルにメッセージを込め
た「大宝ツリー」に一斉に明かりが灯り、まちを美しく彩りました。
イルミネーションは、12 月 25 日㈮まで毎日 18 時から 22 時まで点
灯しています。

特集　令和元年度の決算を報告します



●歳入　259 億 4,433 万円

●歳出　252 億 1,636 万円

令和元年度決算報告 　令和元年度の一般会計決算額は、歳入総額 259
億 4,433 万円、歳出総額 252億 1,636 万円となり、
歳入歳出の差し引き額から令和 2 年度へ繰り越し
た事業の財源 1億 365万円を除いた実質収支額は、
６億 2,432 万円となりました。

　歳入は、前年度に対して13億 2,335万円、
4.9% の減。市税や使用料、手数料などの自
主財源と国・県の補助金や市債などの依存財
源に分けられます。

内訳は、自主財源が 164 億 8,735 万円で
構成比 63.5%、主に繰入金の減により、前
年度比 1 億 8,352 万円、1.1% の減となりま
した。

依存財源は 94 億 5,698 万円で構成比
36.5%、主に市債の減により、前年度比 11
億 3,983 万円、10.8%の減となりました。

歳出は、前年度に対して14億9,662万円、
5.6%の減。経費の内訳を目的別に見ると、構
成比は、民生費 (37.2%)、公債費 (15.5%)、
教育費 (12.5%)、総務費 (11.5%)などとなっ
ています。

性質別に見ると、扶助費、人件費、公債
費の義務的経費が 126 億 9,196 万円で構成
比 50.3% となっています。公債費の減など
により全体では 3 億 5,145 万円の減となり
ました。

投資的経費は 25 億 6,126 万円で構成比
10.2%、前年度比 19 億 8,854 万円、43.7%
の減です。投資的経費とは、主に公共施設を
整備するための費用ですが、令和元年度は、
小学校増築事業や防災無線デジタル化事業な
どを実施しました。

その他の経費は 99 億 6,314 万円で構成
比 39.5%、物件費の増などにより、前年度
比 8億 4,337 万円、9.2%の増となりました。

問財政課 財政係
☎ 551-0100ＦＡＸ 554-1123

性質別歳出

教育費
31億 5,593 万円
12.5％

民生費
93億 7,399 万円
37.2％

民生費
93億 7,399 万円
37.2％

公債費
39億 1,842 万円
15.5％

公債費
39億 1,842 万円
15.5％

総務費
28億 9,419 万円
11.5％

総務費
28億 9,419 万円
11.5％

衛生費
19億 9,248 万円
8.0％

土木費
19億 653万円
7.6％

消防費
9億 4,246 万円
3.7％

商工費
4億 1,101 万円
1.6％

農林水産業費
3億 8,358 万円
1.5％

議会費
1億 7,994 万円
0.7％

労働費
5,783 万円
0.２％

扶助費
57億 2,140 万円
22.7％

扶助費
57億 2,140 万円
22.7％

人件費
35億 9,202 万円
14.2％

人件費
35億 9,202 万円
14.2％

公債費
33億 7,854 万円
13.4％

公債費
33億 7,854 万円
13.4％

普通建設事業費
25億 6,126 万円
10.2％

物件費
47億 9,198 万円
19.0％

物件費
47億 9,198 万円
19.0％

補助費
21億 1,739 万円
8.4％

補助費
21億 1,739 万円
8.4％

積立金
7億 6,621 万円
3.0％

義務的経費
126億
9,196 万円

50.3％

義務的経費
126億
9,196 万円

50.3％

投資的経費
25億 6,126 万円
10.2％

その他の経費
99億
6,314 万円
39.5％

その他の経費
99億
6,314 万円
39.5％

維持補修費
1億 366万円
0.4％

その他
21億 8,390 万円
8.7％

※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金
（社会保障財源化）が充当されています。

市税
135億 8,157 万円
52.4％

市税
135億 8,157 万円
52.4％

使用料・手数料
9億 3,339 万円
3.6％

諸収入
2億 1,988 万円
0.9％

地方交付税
2億 7,313 万円
1.1％

市債
14億 4,370 万円
5.6％

地方譲与税など
18億 8,281 万円
7.2％

国・県支出金
56億 3,746 万円
21.7％

分担金・負担金
３億1,478 万円
1.2％

財産収入・寄付金等
6億 3,555 万円
2.4％

繰越金
5億 5,470 万円
2.1％

繰入金
4億 6,736 万円
1.8％

自主財源
63.5%

依存財源
36.5%
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（令和元年度末現在）

（令和元年度末現在）

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整するため
の基金や施設の建設など特定の目的のため資金を積
み立てる基金などがあります。
　本市では、墓地公園の整備などの資金に充てるため
の基金を設置しています。
　令和元年度末の基金の現在高は、合計で56億
5,397万円となり、平成30年度と比べて３億6,902
万円の増加となりました。

財政調整基金 13億7,104万円
減債基金 23億7,437万円
東海道新幹線（仮称）びわこ
栗東駅建設等整備基金 ３億5,012万円
墓地公園等整備基金 ３億1,536万円
その他特定目的基金 ６億3,173万円
土地開発基金 ６億　135万円
その他定額運用基金 1,000万円

合 計 56億5,397万円
※市民１人当たり80,723円の現在高です。

●基金の現在高

●市債の現在高

一 般 会 計 403億5,840万円
土 地 取 得 特 別 会 計 11億9,887万円
大津湖南都市計画事業栗東新都
心 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 ２億1,891万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 １億　928万円
水 道 事 業 会 計 34億6,947万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 156億5,769万円

合 計 610億1,262万円

　市債とは、市が道路や施設の整備などを行う場合
に、国や金融機関から借り入れるお金のことです。
　市債には、応急的な財源の確保と、これらの施設
を利用していく「将来の市民の皆さん」にも費用を
負担していただくという世代間の公平性を図るとい
う機能があります。
　令和元年度末の市債の現在高は、合計で610億
1,262万円となり、平成30年度末と比べて、25億
3,371万円の減少となりました。

※市民１人当たり871,086円の現在高です。

●市の財産
基 金 56億5,397万円
土 地 3,298,611㎡
建 物 227,384㎡

●水道事業会計
収益的 資本的 備考

収入 13億1,717万円 ４億　754万円
※資本的収入のう

ち、過年度の支
出に係る財源充
当額7,670万円

支出 12億　620万円 12億1,920万円
差引 １億1,097万円 ▲８億1,166万円
※�資本的収入額が資本的支出額に不足する額８億8,836
万円（資本的収支の不足額８億1,166万円と過年度の
支出に係る財源充当額7,670万円）は、損益勘定留保
資金などで補てん。

●公共下水道事業会計
収益的 資本的 備考

収入 17億5,184万円 10億3,405万円
※資本的収入のう

ち、過年度の支出
に係る財源充当額
など1億2,943万円

支出 16億1,318万円 17億　186万円
差引 １億3,866万円 ▲６億6,781万円

※�資本的収入額が資本的支出額に不足する額７億9,724
万円（資本的収支の不足額６億6,781万円と資本的収
入のうち、過年度の支出に係る財源充当額など１億
2,943万円）は、損益勘定留保資金などで補てん。

●特別会計
会　計　名 歳　入 歳　出

土 地 取 得 ５億4,279万円 ５億3,972万円
国 民 健 康 保 険 59億2,202万円 54億　762万円
後期高齢者医療  ６億3,167万円 ６億1,473万円
介 護 保 険 37億5,443万円 36億9,399万円
墓 地 公 園 1,113万円 456万円
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗東新都心土地区画整理事業 8,245万円 8,056万円

農業集落排水事業 3,641万円 3,294万円
合 計 109億8,090万円 103億7,412万円

将来負担比率…131.4%

　本市の将来負担比率注は令和元年度決算で131.4％
となりました。地方債現在高の減少などにより前年
度から17.7ポイント低下し、一定の改善は見られる
ものの、依然として非常に高い水準です。このこと
から、今後も市債発行の抑制などにより財政の健全
化に向けた取組みを進めていきます。

■前年度から17.7ポイント低下（改善）

注【将来負担比率】…自治体の財政の健全性を判断
する指標の一つで、地方債現在高のほか一般会計
などが将来負担すべき実質的な負債の規模を表す
比率です。詳しくは、市ホームページをご覧くだ
さい。
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歳　入 予　算　額 収 入 済 額 収入率 主　　な　　内　　容
市 税 134億8,140万円 85億7,644万円 63.6％ 市民税、固定資産税、市たばこ税
地方譲与税など 22億2,314万円 11億3,968万円 51.3％ 地方譲与税、地方消費税交付金、

地方特例交付金、地方交付税
分担金・負担金 ３億2,755万円 6,860万円 20.9％ 検診負担金、学校給食負担金
使用料・手数料 ７億7,869万円 ２億7,574万円 35.4％ 保育料、市営住宅使用料
国 庫 支 出 金 119億2,007万円 88億9,931万円 74.7％ 生活保護費負担金、児童手当負担金、

特別定額給付金事業費補助金
県 支 出 金 16億4,461万円 ２億2,286万円 13.6％ 福祉医療費補助金、県税徴収委託金
財 産 収 入 な ど ９億9,163万円 5,316万円 5.4％ 土地貸付料、ＪＲＡ環境整備寄附金
繰 越 金 ３億  811万円 ６億2,432万円 202.6％ 前年度繰越金
諸 収 入 ６億7,871万円 １億1,090万円 16.3％ 貸付金元利収入、福祉医療高額療養費
市 債 11億3,238万円 ０万円 ０．０％ 道路整備事業債、中学校大規模改造事業債
合 計 334億8,629万円 199億7,101万円 59.6％

●一般会計執行状況

●特別会計執行状況

特別会計…�国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や、農業集落排水のように受益の程度に応じた事業は、
原則として受益者たちが負担するお金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

令和２年度（上半期）
予算執行状況

　市では毎年２回、財政状況をお知らせしています。
今回は、令和２年度上半期（４月１日～９月30日）
の予算の執行状況をお知らせします。令和２年度以
降もコロナ禍により影響を受けることが予想されます
が、今後も引き続き健全な財政運営に取り組みます。

歳　出 予算額 執行済額 執行率 主　　な　　内　　容
議 会 費 １億 8,589 万円 9,400 万円 50.6% 議員報酬、議会運営費
総 務 費 26 億 2,395 万円 10 億 4,770 万円 39.9% 庁舎維持管理費、地域振興事業費、

交通安全施設整備事業費
民 生 費 168 億 5,963 万円 108 億 848 万円 64.1% 老人福祉事業費、障がい福祉事業費、

特別定額給付金給付事業費
衛 生 費 20 億 9,295 万円 ６億 4,251 万円 30.7% ごみ収集・処理経費、各種健診事業費
労 働 費 5,152 万円 3,263 万円 63.3% シルバー人材センター補助、勤労者福祉推進経費
農 林 水 産 業 費 ３億 6,352 万円 １億 1,163 万円 30.7% こんぜの里管理運営事業費、土地改良事業費
商 工 費 ６億 5,159 万円 １億 8,859 万円 28.9% 商工会補助、中小企業振興事業費
土 木 費 21 億 4,416 万円 ４億 7,416 万円 22.1% 道路整備事業費、市営住宅管理経費
消 防 費 12 億 3,062 万円 ４億 8,468 万円 39.4% 消防署負担金、消防団活動費、防災活動推進事

業費
教 育 費 35 億 4,867 万円 11 億 2,498 万円 31.7% 幼稚園運営費、小・中学校運営費、

学校給食施設管理運営費
公 債 費 37 億 2,379 万円 15 億 4,641 万円 41.5% 市債償還金
予 備 費 1,000 万円 ０万円 0.0%
合 計 334 億 8,629 万円 165 億 5,577 万円 49.4%

会　　計　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 収入率 支　出　済　額 執行率
土 地 取 得 ３億 8,784 万円 306 万円 0.8% ３億 2,550 万円 83.9%
国 民 健 康 保 険 57 億 9,076 万円 22 億 7,138 万円 39.2% 19 億 2,203 万円 33.2%
後 期 高 齢 者 医 療 ６億 6,114 万円 ２億 4,532 万円 37.1% ２億 7,266 万円 41.2%
介 護 保 険 37 億 2,915 万円 15 億 2,251 万円 40.8% 15 億 1,209 万円 40.5%
墓 地 公 園 527 万円 1,164 万円 220.9% 149 万円 28.3%
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗 東 新 都 心 土 地 区 画 整 理 事 業 7,649 万円 190 万円 2.5% 3,835 万円 50.1%
農 業 集 落 排 水 事 業 4,657 万円 433 万円 9.3% 1,368 万円 29.4%
合 計 106 億 9,722 万円 40 億 6,014 万円 38.0% 40 億 8,580 万円 38.2%
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■
軽
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象

◦
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用
家
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設
備
な
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償
却
資

産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
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率
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％
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◦
事
業
用
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対
す
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都
市
計
画
税
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税
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0.2
％
）

■
申
請
方
法

①
確
認
依
頼

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
等
（
以

下
、
認
定
機
関
）
に
、
次
の
Ａ
～
Ｃ
に
つ

い
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確
認
依
頼
を
し
ま
す
。

Ａ
．
中
小
事
業
者
等
で
あ
る
こ
と

Ｂ
．
事
業
収
入
の
減
少

Ｃ
．
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
資
産

で
あ
る
こ
と

②
確
認

認
定
機
関
か
ら
確
認
を
受
け
ま
す
。

③
軽
減
の
申
告

令
和
３
年
２
月
１
日
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
．「
特
例
申
告
書
」（
認
定
機
関
の

記
名
・
押
印
を
受
け
た
原
本
）

令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減

ロ
．「（
別
紙
）
特
例
対
象
資
産
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覧
」

（
事
業
用
の
家
屋
を
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告
す
る
場
合
）

ハ
．「
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和
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年
度
償
却
資
産
申
告
書
」

（
償
却
資
産
を
申
告
す
る
場
合
）

ニ
．
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
（
会
計
帳
簿
、
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
）

ホ
．
特
例
対
象
家
屋
の
事
業
占
有
割

合
が
分
か
る
書
類
（
青
色
申
告
決

算
書
、
収
支
内
訳
書
な
ど
）

※
ニ
、
ホ
に
つ
い
て
は
認
定
機
関
に
提
出

し
た
も
の
と
同
じ
も
の
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
コ
ピ
ー
可
）

【
特
例
申
告
書
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
520-

３
０
８
８
（
住
所
記
載
不
要
）

市
役
所�

税
務
課�

資
産
税
係

☎
551-

０
１
０
５

受
付
時
間�

８
時
30
分
～
17
時
15
分（
平
日
）

特
例
申
告
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

http://w
w
w
.city.ritto.lg.jp/kigyo_

jigyosha/shizei/koteishisanzei/9695.html

【
制
度
の
詳
細
、
認
定
経
営
革
新
等
支
援

機
関
等
に
つ
い
て
】

中
小
企
業
庁 

固
定
資
産
税
等
の
軽
減

相
談
窓
口

☎
０
５
７
０-

０
７
７
３
２
２

受
付
時
間�

９
時
30
分
～
17
時
（
平
日
）

中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/
zaim

u/zeisei/2020/200501zeisei.htm
l

●水道事業・公共下水道事業会計執行状況

※水道事業・公共下水道事業会計は、民間企業のようにその事業の収入で支出を賄う独立採算の企業会計です。収益的収支には、
料金収入、物件費や動力費のようにサービスの提供に関する費用、資本的収支には、工事負担金の収入や新しい上下水道管の敷
設に必要な費用などが計上されています。

◎令和２年度上半期、こんなことを実施（具体的施策抜粋）
■新型コロナウイルス感染症対策
・県の休業要請にかかる中小企業等への支援金の給付
・小規模事業者事業継続応援給付金の支給
・児童扶養手当受給世帯への支援金の給付
・りっとう元気アップ応援券事業の実施
・下水道使用料基本料金の全額免除（２か月分）
・小・中学校の給食費の無償化（８月分）
・障がい福祉サービス事業者・介護サービス事業者へ

の衛生用品などの購入に対する支援
■教育・子育ての安心を
・GIGAスクール構想事業の推進
・英語指導助手を各小学校に配置
・小学１年生から３年生までの通院医療費の助成を実施

■福祉・健康に安心を
・いきいき百歳体操の推進
・風しんの定期予防接種の実施
■経済の安心を
・まちづくり基本構想（後継プラン）にかかる基盤整備
・商工業や中小企業の振興
■暮らしの安心を
・バス路線対策事業の実施
・道路の補修整備
■行政に安心を
・公式 Facebook「うますぎる栗東」や広報番組、

Youtube りっとうチャンネルによる市の情報発信
・市の情報発信を兼ねた「ふるさと納税」の推進

水 道 事 業
会 計 予　算　額 収入・執行済額 収 入・

執 行 率
収益的 収入 12 億 8,325 万円 ５億 7,740 万円 45.0%

支出 13 億　856 万円 ５億 1,701 万円 39.5%
資本的 収入 3 億 6,175 万円 3,042 万円 8.4%

支出 ８億 3,985 万円 9,293 万円 11.1%

公共下水道
事 業 会 計 予　算　額 収入・執行済額 収 入・

執 行 率
収益的 収入 18 億 4,055 万円 ７億 3,747 万円 40.1%

支出 16 億 6,452 万円 ６億 8,442 万円 41.1%
資本的 収入 ９億 1,065 万円 １億 4,390 万円 15.8%

支出 16 億 4,052 万円 ６億 2,266 万円 38.0%
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ま
ち
づ
く
り
の
市
政
功
労
者
を
表
彰

11
月
３
日
、
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
で
、「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
を
開
催
し
、
各
方
面
で

市
の
発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
・
団
体
を
表
彰
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
自
治
功
労
４
人
、
社
会
功
労
29
人
と
1
団
体
、
感
謝
状
2
団
体
の
皆
さ
ん
に

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
※
順
不
同
・
敬
称
略

自
治
行
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
功

績
顕
著
な
人

▽
谷
口�

敏
彦(

農
業
委
員
会
委
員)

▽
中
村�

三
男(

農
業
委
員
会
委
員)

▽
梅
景�

み
ゆ
き(

消
防
団
員)

▽
山
下�

徹(

消
防
団
員)

市
の
公
益
増
進
に
寄
与
さ
れ
、
功
績

顕
著
な
人
・
団
体

▽
多
々
良�

由
利
子(
自
治
会
長)

▽
杉
山�

博(

統
計
調
査
員)

▽
川
邉�

博
子(

健
康
推
進
員)

▽
上
垣�

満
子(

健
康
推
進
員)

▽
廣
瀬�

國
子(

健
康
推
進
員)

▽
嶋
田�

優
子(

健
康
推
進
員)

▽
中
澤�

シ
ズ
エ(

健
康
推
進
員)

▽
青
木�

喜
久
美(

健
康
推
進
員)

▽
南
原�

佳
子(

健
康
推
進
員)

▽
昆
陽�

幸
子(

健
康
推
進
員)

▽
小
關�

和
美(

健
康
推
進
員)

▽
藤
森�

紀
美
代(

健
康
推
進
員)

▽
武
村�

政
子(

健
康
推
進
員)

特
に
市
政
振
興
に
功
績
顕
著
、
ま
た

は
公
益
の
た
め
、
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ

い
た
団
体

▽
葉
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

（
教
育
用
備
品
の
寄
付
）

▽
公
益
財
団
法
人�

河
本
文
教
福
祉
振
興
会

（
図
書
の
寄
付
）

な
お
、
既
に
感
謝
状
を
贈
呈
済
み
の

団
体
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　

�

（
多
額
の
寄
付
）

▽
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

　

�

（
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
寄
付
）

▽
栗
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

�

（
備
品
の
寄
付
）

▽
キ
ノ
ン
ビ
ク
ス
株
式
会
社

　

�

（
備
品
の
寄
付
）

▽
株
式
会
社
手
原
産
業
倉
庫

　

�

（
備
品
の
寄
付)

▽
株
式
会
社
増
田
医
科
器
械
滋
賀
支
店

�

（
備
品
の
寄
付)

▽
日
本
中
央
競
馬
会
（
多
額
の
寄
付
）

ほ
か
、
２
団
体
か
ら
匿
名
で
多
額
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
以
外

に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

や
対
策
な
ど
の
た
め
に
寄
付
・
寄
贈
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

自
治
功
労

社
会
功
労

▽
山
本�

安
男(

不
法
投
棄
監
視
員)

▽
山
下�

幸
夫(

不
法
投
棄
監
視
員)

▽　

村�

千
吾(

不
法
投
棄
監
視
員)

▽
吉
岡�

久
雄(

栗
東
市
交
通
安
全
シ
ル

バ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
）

▽
太
田�

真
弓(

栗
東
市
交
通
安
全
カ
ン

ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ)

▽
洲
鎌�

智
子(

栗
東
市
交
通
安
全
カ
ン

ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ)

▽
村
嶋�

佳
修
美(

栗
東
市
交
通
安
全
カ
ン

ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ)

▽
髙
田�

と
し
よ(

栗
東
交
通
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
隊)

▽
西
口�

紀
之(

交
通
安
全
協
会
大
宝
支
部)

▽
中
浦�

雅
文(

学
校
医)

▽
入
江�

祥
子(

栗
東
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員)

▽
狩
野�

正
伸(

栗
東
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員)

▽
小
山�

幸
雄(

栗
東
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会)

▽
丁�

琦(

栗
東
市
体
操
協
会)

▽
三
浦�

滋(

保
護
司)

▽
上
田�

紀
子(

栗
東
地
区
更
生
保
護
女

性
会)

▽
赤
坂
平
成
会(

地
域
美
化
活
動)

問
秘
書
広
報
課 

秘
書
係

☎
551-

０
１
０
２�

ＦＡＸ
553-

１
２
８
０

感
謝
状
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

叙
勲
・
褒
章
・
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

㈲
大
明
産
業
の
代
表
取
締
役
。
社

会
的
弱
者
に
寄
り
添
う
入
居
者
支

援
や
空
き
家
の
有
効
活
用
な
ど
宅

地
建
物
取
引
業
の
振
興
と
、（
公

社
）
滋
賀
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
副
会
長
と
し
て
安
全
安
心
な
不

動
産
取
引
の
推
進
に
尽
力
。「
今
後

も
地
域
と
の
交
流
も
大
事
に
し
な

が
ら
、
地
域
密
着
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

黄
綬
褒
章

大
谷�

清
明
さ
ん

（
小
柿
）

元
県
警
本
部
刑
事
部
長
。
捜
査

二
課
長
や
捜
査
一
課
長
、
刑
事

部
長
な
ど
を
歴
任
。
40
年
以
上

に
わ
た
り
、
凶
悪
事
件
の
解
決

や
暴
力
団
追
放
に
尽
力
。「
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
今

後
も
滋
賀
県
暴
力
団
追
放
推
進

セ
ン
タ
ー
の
評
議
員
と
し
て
、

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

瑞
宝
小
綬
章

江
原�
昭
博
さ
ん

（
小
柿
）

保
護
司
と
し
て
平
成
８
年
か
ら

24
年
間
に
わ
た
り
、
過
ち
に
陥

っ
た
人
た
ち
の
更
生
に
尽
力
さ

れ
、
支
部
会
長
と
し
て
支
部
の

運
営
と
発
展
に
貢
献
。「
少
し
で

も
多
く
の
人
の
更
生
の
助
け
に

な
る
よ
う
、
今
後
も
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。」

藍
綬
褒
章

朽
木�

德
壽
さ
ん

（
林
）

元
小
学
校
教
諭
の
経
験
を
活
か

し
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
人

権
意
識
の
高
揚
に
寄
与
。「
人
権

相
談
や
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ

タ
ー
の
返
信
な
ど
は
、
私
に
と

っ
て
大
切
な
も
の
。
特
に
市
内

の
保
幼
園
や
小
学
校
で
の
人
権

教
室
は
有
難
く
、
心
強
い
限
り

で
す
。
感
謝
！
」

法
務
大
臣
表
彰

山
元�

美
智
恵
さ
ん

（
下
戸
山
）

瑞
宝
双
光
章

元
警
視
正
。
42
年
間
、
警
察
官
と

し
て
主
に
刑
事
警
察
部
門
で
凶
悪

事
件
、
贈
収
賄
事
件
の
検
挙
に
貢

献
。
機
動
隊
長
時
に
は
「
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
警
備
に
出
動

し
、
任
務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

「
名
誉
あ
る
章
を
い
た
だ
き
心
か

ら
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

片
山�

正
史
さ
ん

（
安
養
寺
）

元
大
津
赤
十
字
病
院
放
射
線
科
部

技
師
長
、
元
放
射
線
技
師
会
会

長
。
永
年
、
診
療
放
射
線
技
師
と

し
て
医
療
に
携
わ
る
と
と
も
に
会

員
の
資
質
向
上
に
尽
力
。

「
思
い
も
よ
ら
ぬ
受
章
に
驚
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
支
え
て
く

れ
た
会
員
や
家
族
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
精
進
し
て
い
き
ま
す
。」

瑞
宝
双
光
章

小
川�

正
さ
ん

（
小
柿
）

市
内
小
学
校
長
を
９
年
間
務
め
、

そ
の
間
小
学
校
教
育
並
び
に
生
涯

学
習
の
発
展
に
尽
力
。
退
職
後
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
に
携
わ
る
。
現
在
、
本
市

公
平
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
。

「
名
誉
な
章
を
い
た
だ
き
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今
後
も

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。」

南
出�

幸
子
さ
ん

（
下
戸
山
）

瑞
宝
双
光
章

警
察
職
務
に
精
励
さ
れ
、
刑
事
、

生
活
安
全
警
察
部
門
に
お
い
て

活
躍
。
暴
力
団
の
関
わ
る
事
件
、

重
要
文
化
財
の
盗
難
事
件
や
恐

喝
事
件
の
検
挙
で
、
治
安
維
持
に

大
き
く
貢
献
。「
名
誉
あ
る
章
を

い
た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
経
験
を
生

か
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。」

武
村�

良
和
さ
ん

（
安
養
寺
）

瑞
宝
双
光
章

法
務
大
臣
表
彰

田
所�

秀
孝
さ
ん

（
御
園
）

平
成
18
年
か
ら
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
動
。
令
和
２
年
度
か

ら
は
大
津
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
事
務
局
次
長
と
し
て
も
活
動

に
尽
力
。「
委
員
と
し
て
色
々
な

活
動
に
参
加
し
、
皆
さ
ん
に
助

け
ら
れ
受
賞
に
至
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
人
権
擁
護
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。」
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前
川 

こ
こ
ろ
さ
ん
の
作
品

福
島 

愛
夏
さ
ん
の
作
品

■
障
が
い
者
週
間
と
は
？

国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
障
が
い
者
が
、
社
会
、
経
済
、
文

化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
障
害
者
基
本
法
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
市
の
取
組
み

市
で
は
、「
栗
東
市
手
話
言
語
条
例
」

と
「
栗
東
市
市
民
を
つ
な
ぐ
情
報
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」、
２
つ
の
条
例

の
施
策
を
進
め
て
い
く
中
で
、
手
話
が
言

語
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ろ
う
者
へ
の

理
解
を
広
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
一
人
ひ
と

り
の
特
性
に
応
じ
た
手
段
に
よ
り
情
報
を

取
得
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を

利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
市
民
が
共
生
し
て
い
く
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
障
が
い
へ
の
理
解
と
促
進
の
実
現
を
目

指
し
て

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
交

流
を
通
じ
て
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
市
内
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
と
と
も
に
実
施
す
る
心
身
障
が
い
児
者

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、
視
覚
障
が
い
者
の
生
活

行
動
訓
練
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
週
間
の
期
間
中
に
、

市
役
所
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー
な
ど
に
、
市
内

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
障
が
い

者
団
体
の
活
動
を
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

【
昨
年
（
２
０
１
９
年
）
度
の
障
が
い
者

週
間
で
展
示
し
た
「
最
優
秀
作
品
」】

問
障
が
い
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
551-

０
１
１
３�

ＦＡＸ
553-

３
６
７
８

12
月
3
日
か
ら
9
日
は
「
障
が
い
者
週
間
」
で
す

※この制度は、代理人や第三者による取得を出来なくする
ものではありません。

併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
数
料
は
無
料
で
す
。

◦
対
象
…

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
（
除
か
れ
た
人
を

含
む
）

◦
必
要
書
類
…

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）、
代
理
の
場
合
は

委
任
状

問
総
合
窓
口
課

☎
551-

０
１
１
０�

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

あ
な
た
も
「
本
人
通
知
制
度
」に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

～
代
理
人
や
第
三
者
に
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
、
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
～

■
ど
の
よ
う
な
制
度
？

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど

の
証
明
書
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者

（
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
を

除
く
）
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
登
録

を
し
た
人
に
対
し
て
、
証
明
書
を
交
付
し

た
事
実
を
郵
送
に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る
制

度
で
す
。

■
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

本
人
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不
正
取
得

に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
の
防
止
・
抑

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
証
明
書
は
？

①
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
の
除
票
の
写

し
を
含
む
）、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

②
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
（
除
籍
謄
抄
本
、
改

製
原
戸
籍
謄
抄
本
を
含
む
）

③
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附
票
の
写
し

を
含
む
）

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
に
よ
る
発
行
は
対

象
外

■
登
録
の
方
法
は
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
に
設
置

の「
栗
東
市
本
人
通
知
制
度
登
録
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
な
書
類
と
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令
和
３
年
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た

だ
く
、
市
立
保
育
園
・
幼
稚
園
の
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種

◦
保
育
園･･･

月
額
保
育
士
（
ク
ラ
ス
担

任
）、
月
額
保
育
士
、
時
間
給
保
育
士
、

早
朝
・
薄
暮
保
育
士
、
看
護
師
、
調

理
師
、
調
理
補
助
員
、
業
務
補
助
員
、

事
務
補
助
員

◦
幼
稚
園･･･

月
額
幼
稚
園
教
諭
（
ク
ラ

ス
担
任
）、
月
額
幼
稚
園
教
諭
、
時
間
給

幼
稚
園
教
諭
、
看
護
師
、
業
務
補
助
員
、

給
食
配
膳
員
、
事
務
補
助
員

※
な
お
、
職
種
に
よ
っ
て
は
今
回
募
集
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
日
程

応
募
締
切
り
…
令
和
３
年
１
月
８
日
㈮

（
受
付
時
間
平
日
８
時
30
分
～
17
時
）

試
験
日
…
令
和
３
年
１
月
24
日
㈰

試
験
方
法
…
面
接
（
予
定
）

応
募
方
法
・
職
務
内
容
・
勤
務
条
件

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
幼
児
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 令

和
３
年
度　

市
立
保
育
園
・
幼
稚
園
の

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

問
幼
児
課

☎
551-

０
４
２
４
ＦＡＸ
551-
０
１
４
９

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
2
部
制
で
式
典

を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

令
和
３
年
１
月
10
日
㈰

【
１
部
】
13
時
～
13
時
25
分

（
受
付
12
時
15
分
～
12
時
50
分
）

【
２
部
】
15
時
～
15
時
25
分

（
受
付
14
時
15
分
～
14
時
50
分
）

■
場
所

栗
東
芸
術
文
化
会
館
さ
き
ら
大
ホ
ー
ル

■
参
加
対
象
者

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
１
部
】
栗
東
西
中
学
校
区
在
住
者

【
２
部
】
栗
東
・
葉
山
中
学
校
区
在
住
者

※
市
外
（
以
前
の
居
住
地
）
へ
の
参
加
…

対
象
の
市
町
村
へ
事
前
に
確
認

■
駐
車
場
に
つ
い
て

栗
東
駅
東
口
第
一
駐
車
場
が
利
用
可

能
。（
４
時
間
以
内
は
無
料
）

■
そ
の
他

次
の
人
は
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◦
手
話
通
訳
が
必
要
な
人
（
12
月
10
日
㈭

ま
で
）

◦
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
人

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

問
生
涯
学
習
課
青
少
年
教
育
係

☎
551-

０
４
９
６
ＦＡＸ
552-

５
５
４
４

成
人
式
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年

問
住
宅
課
住
宅
係

551-

552-

☎

０
３
４
７ 
ＦＡＸ

７
０
０
０

■
空
き
家
を
と
り
ま
く
情
勢

人
口
の
流
出
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加

な
ど
で
、
年
々
空
き
家
の
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
空
き
家
の
管
理
や

売
却
な
ど
の
相
談
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
空
き
家
を
改
修
し

利
活
用
を
行
う
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

■
空
き
家
対
策
推
進
の
た
め
の
協
働
体
制

本
年
度
、
市
で
は
そ
の
よ
う
な
空
き
家

の
情
勢
に
効
果
的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

三
つ
の
団
体
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

①
「
空
家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進
に
関

す
る
協
定
書
」

【
協
定
先
】
栗
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

【
目
的
】
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
推
進

に
よ
る
、
良
好
な
居
住
環
境
の
保
全

お
よ
び
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

【
内
容
】
市
よ
り
所
有
者
に
、
空
き
家
の

草
刈
り
な
ど
の
適
正
管
理
を
指
導
す

る
際
に
、
協
定
先
が
行
う
適
正
な
管

理
業
務
を
案
内
す
る

②
「【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
地
域
活
性
化
型
及

び
栗
東
市
子
育
て
世
帯
空
き
家
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
係
る
相
互
協
力

に
関
す
る
協
定
書
」

【
協
定
先
】
住
宅
金
融
支
援
機
構

【
目
的
】
補
助
事
業
活
用
に
よ
る
市
内
へ

の
子
育
て
世
帯
の
移
住
・
定
住
の
促
進

※
補
助
事
業
…
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク

を
通
じ
て
子
育
て
世
帯
が
空
き
家
を

取
得
し
た
場
合
、
そ
の
改
修
費
に
対

し
市
か
ら
一
定
の
補
助
を
行
う
も
の

【
内
容
】
補
助
事
業
の
対
象
者
が
物
件
を

購
入
し
た
際
、
協
定
先
の
住
宅
ロ
ー
ン

の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

③
「
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
の
媒
介
に

係
る
協
定
書
」

【
協
定
先
】
滋
賀
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
・
全
日
本
不
動
産
協
会
滋
賀
県
本
部

【
目
的
】
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
た
物
件
の
、
賃
貸
や
売
買
契
約
に

向
け
た
業
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
推
進

【
内
容
】
登
録
物
件
の
所
有
者
と
利
活
用

希
望
者
と
で
マ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性

が
発
生
し
た
場
合
、
市
か
ら
の
仲
介
依

頼
で
、
成
約
に
向
け
た
業
務
を
担
う
。

■
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
で
成
約
が
決

ま
り
ま
し
た
！

昨
年
度
開
設
し
た
り
っ
と
う
空
き
家

バ
ン
ク
で
、協
定
に
よ
る
仲
介
を
活
用
し
、

本
市
第
一
号
の
成
約
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
後
も
各
関
係
団
体
と
連
携
し
、
協
働
に

よ
る
効
果
的
な
空
き
家
対
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

協
働
に
よ
る
効
果
的
な
空
き
家
対
策
を
進
め
ま
す

りっとう
空き家
シリーズ
第13 弾
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■
工
事
の
お
知
ら
せ

野
洲
栗
東
バ
イ
パ
ス
は
、
平
成
29
年

度
よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
工
事
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、
栗
東
市
大
橋
～

手
原
地
先
に
お
い
て
も
工
事
を
実
施
す
る

は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
区
間
は
、
国
道
８
号
、
国
道
１
号
、

名
神
高
速
道
路
栗
東
第
二
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
お
よ
び
市
道
手
原
大
橋
線
が
交
差
す

る
複
雑
な
道
路
形
状
の
た
め
に
交
通
規
制

を
行
い
な
が
ら
の
工
事
と
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
に
な
れ
ば
名
神
高
速
道
路

栗
東
第
二
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
出
入
口

を
含
む
周
辺
地
域
に
お
い
て
本
格
的
に
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

工
事
の
実
施
に
あ
わ
せ
国
道
８
号
お

よ
び
栗
東
第
二
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利

用
経
路
が
順
次
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
随
時
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
お
よ
び
ご
利
用
の

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
工
事
範
囲
（
予
定
）

工
事
の
実
施
範
囲
は
、
下
図
に
示
す

名
神
高
速
道
路
栗
東
第
二
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
一
部
を
含
む
国
道
８
号
（
済
生
会

滋
賀
県
病
院
付
近
か
ら
国
道
１
号
接
続
付

■
野
洲
栗
東
バ
イ
パ
ス

滋
賀
県
野
洲
市
小
篠
原
地
先
か
ら
栗

東
市
手
原
地
先
ま
で
の
国
道
８
号
は
、
近

年
の
交
通
量
の
増
加
に
よ
り
交
通
混
雑
が

慢
性
化
し
て
お
り
地
域
の
皆
さ
ま
の
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
滋
賀
国
道
事
務
所
で
は
、

こ
の
様
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
「
野
洲

栗
東
バ
イ
パ
ス
（
延
長
約
4.7
ｋｍ
）」
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

国
道
８
号
野
洲
栗
東
バ
イ
パ
ス

栗
東
第
ニ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
工
事
が
始
ま
り
ま
す

問
国
土
交
通
省 

近
畿
地
方
整
備
局

滋
賀
国
道
事
務
所 

計
画
課

☎
523-
１
８
０
４

市
役
所 
国
・
県
事
業
対
策
課

☎
551-

０
１
２
０

国からのお知らせ

近
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
名
神
高
速
道
路
栗
東

第
二
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
国
道
８
号
を

接
続
す
る
オ
ン
・
オ
フ
ラ
ン
プ
、
市
道
手

原
大
橋
線
に
つ
い
て
は
、
通
行
で
き
ず
迂

回
し
て
い
た
だ
く
期
間
が
生
じ
ま
す
。
な

お
、
迂
回
路
お
よ
び
迂
回
い
た
だ
く
期
間

等
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知
ら
せ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

工
事
範
囲
内
の
道
路
の
利
用
方
法
が

順
次
変
わ
り
ま
す
の
で
、
現
地
に
設
置
さ

れ
た
案
内
看
板
等
に
ご
注
意
い
た
だ
き
ご

通
行
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

栗東交通安全パトロール隊 交通安全啓発活動中
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
あ
る
「
栗
東
交
通
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
」
で
は
、
50
代
～
80
代
の
隊

員
24
人
で
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。
昭
和
55
年
に
発

足
以
来
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園

で
の
大
型
紙
芝
居
を
使
っ
た
交
通
安

全
教
室
の
開
催
や
、
栗
東
駅
な
ど
で

の
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

新
規
隊
員
の
募
集
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
交
通
政
策
課 

交
通
政
策
係

☎
551-

０
２
９
１

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０
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地球温暖化の防止にもつながる
「冬の省エネ・節電対策」

冬季は暖房の使用などによって、電気・石油・
ガスなどエネルギーの消費が増大します。一人ひ
とりが毎日の暮らしの中でエネルギーを効率的に
使い、ムダを省きましょう。地球温暖化の防止に
もつながります。

【冬の省エネ・節電対策の一例】
◦室温は 20℃を目安にしましょう。一般的に、

暖房の設定温度を１℃低くすると約 10％の電
力を節電できると言われています。

◦扇風機やサーキュレーターを併用しましょう。
暖かい空気は上に行こうとする性質があるた
め、エアコンから放出された温風は天井近く
に留まります。扇風機やサーキュレーターを
上に向けて回すと部屋の上部の暖気を循環さ
せることができます。

◦電気カーペットを床に直に敷くと熱が床に逃げ
て暖房効率が下がります。カーペットの下に
断熱マットを敷くと暖房効率がアップします。

問環境政策課 環境政策係 
　☎ 551-0336�ＦＡＸ 554-1123

12月は市税「ストップ滞納！！強化月間」

問市税…税務課 納税推進室
☎ 551-0107�ＦＡＸ 551-2010
県税…南部県税事務所 納税課
☎ 567-5406�ＦＡＸ 566-0439

市税（市県民税・固定資産税・国民健康保険税）
を納付書で納付している人には、納税通知書と一
緒に１年分の納付書を一括で送付しています。納
め忘れがないか今一度確かめてください。
市税や県税は、身近な行政サービスに使われ

る大切な財源です。公平性を保つため、税金を滞
納する人には自宅の捜索や財産の差押えをする
ことがあります。
納め忘れている市税はすぐに納めましょう（新

型コロナウイルス感染症拡大の影響により市税
の納付が困難な人は下記にご相談ください）。県
内全市町と県では、公平な税負担と税収確保のた
め、連携・協働して市町税と県税の滞納整理を推
進しています。

～税金の納め忘れはありませんか？～

子 育 て 情 報
メディアとの付き合い方

スマホの普及などで、子どもがメディアに触れる
機会が増えています。
　しかし、子どもにメディアを見せすぎると、視力
の成長だけでなく、運動能力・社会性の育ちにも悪
影響をおよぼすことがあります。

■「５つの提言」を参考に、メディアと上手に付き
合いましょう
①２歳までは、テレビ、ＤＶＤの視聴を控えましょう。
②授乳中、食事中のテレビ、ＤＶＤの視聴はやめま

しょう。
③すべてのメディアへ接触する総時間を制限すること

が重要です。１日２時間までを目安にしましょう。
④子ども部屋にはテレビ、ＤＶＤプレイヤー、パソ

コンを置かないようにしましょう。
⑤保護者と子どもでメディアを上手に利用するルー

ルを作りましょう。
参考：公益社団法人日本小児科医会リーフレット

問健康増進課 母子保健係
☎ 554-6100�ＦＡＸ554-6101

■親子で豊かな時間を過ごしましょう
子どもだけでなく、親もメディア漬けになってい

ませんか。今一度、親子で過ごす時間を大切にしま
しょう。赤ちゃんに目と目を合わせて語りかけると、
赤ちゃんの安心感と親子の愛着が育まれます。親子
で同じものに向き合って過ごす絵本の読み聞かせも、
親子が共に育つ大切な時間です。また、散歩や外遊
びなどで親と一緒に過ごすことは、子どもの体力や
運動能力、五感、共感力を育みます。

※ここでのメディアとはテレビ、ＤＶＤ、電子ゲ
ーム、携帯電話、スマートフォン、タブレット端末
などの電子映像メディア機器を指します。
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▲川の中から見つかった高坏

▲土器に線で絵が刻まれている

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
32

《治田小学校》「広げよう！ あいさつの輪」

名
前
を
呼
ん
で
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
、
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
る
取
組

み
「
あ
い
さ
つ
週
間
」
を
全
校
で
実

施
し
ま
し
た
。
お
互
い
に
名
前
を
呼

ん
で
あ
い
さ
つ
を
し
、
そ
の
日
に
５

人
以
上
あ
い
さ
つ
で
き
た
ら
掲
示
板

に
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
た
。
自
分
た

ち
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
目
に
見
え

る
形
で
残
り
、
と
て
も
意
欲
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
あ
い
さ
つ
は
、
笑
顔
と
と
も
に

自
分
か
ら
」

よ
り
よ
く
生
活
す
る
た
め
の
12

か
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
あ

い
さ
つ
は
心
と
心
を
つ
な
ぐ
第
一
歩

で
す
。
本
校
の
め
ざ
す
子
ど
も
像
の

一
つ
で
あ
る
「
人
と
の
か
か
わ
り
を

楽
し
む
子
ど
も
」
に
向
け
て
、「
あ

い
さ
つ
週

間
」な
ど
、

友
だ
ち
の

輪
を
広
げ

る
取
組
み

を
今
後
も

進
め
て
い

き
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

☎
551-

０
１
３
０

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

小
柿
遺
跡
は
、
現
在
の
治
田
西
小
学
校

周
辺
の
小
柿
地
域
一
帯
に
眠
る
遺
跡
の
総

称
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
小
柿
遺
跡
で
の
調

査
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
（
約
１
９
０
０

年
前
）
の
河
川
跡
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

最
近
の
小
柿
一
丁
目
で
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
で
も
、
同
じ
よ
う
に
弥
生
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
後
期（
約
１
５
０
０
年
前
）

に
か
け
て
、
自
然
に
形
成
さ
れ
た
河
川
の

痕
跡
が
現
れ
ま
し
た
。
河
川
跡
か
ら
は
、

古
代
の
人
々
が
「
ゴ
ミ
」
と
し
て
捨
て
た

と
考
え
ら
れ
る
、
大
量
の
土
器
や
木
製
品

が
出
土
し
、
中
に
は
宝
飾
品
の
一
種
で
あ

る
管
玉
が
１
つ
見
つ
か
る
な
ど
、
貴
重
な

調
査
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

出
土
し
た
土
器
を
詳
し
く
み
る
と
、

端
が
少
し
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
も
の

の
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
形
を
そ
の
ま
ま

残
し
て
い
る
土
器
が
多
く
見
つ
か
り
ま
し

た
。
器
の
形
と
し
て
は
、
手
の
ひ
ら
に
乗

る
よ
う
な
小
型
の
壺
や
、
壺
を
乗
せ
る
た

め
の
器
台
、
脚
を
持
っ
た
盛
り
付
け
用
の

高
坏
と
呼
ば
れ
る
土
器
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
土
器
は
、

日
常
生
活
の
中
で
使
う
こ
と
も
あ
る
土
器

で
す
。
し
か
し
、
壺
の
容
量
が
小
さ
す
ぎ

た
り
、
日
々
の
生
活
に
使
う
に
は
少
し
使

い
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
そ
れ
ら
が
、
同

じ
時
期
に
大
量
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は
珍

し
い
こ
と
で
す
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
土
器

は
一
体
い
か
な
る
目
的
で
使
わ
れ
た
土
器

な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
謎
を
解
き
明
か
す
ヒ
ン
ト
は
、
や

は
り
出
土
し
た
遺
物
に
あ
り
ま
す
。
同
じ
く

河
川
跡
よ
り
、
櫛
な
ど
の
道
具
で
意
図
的
に

絵
を
描
き
つ
け
た
線
刻
土
器
が
一
点
見
つ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
絵
が
描
か
れ
た

土
器
が
出
土
す
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
く
、

多
く
は
祭
祀
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
土
器
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土
器
と

同
じ
時
期
に
廃
棄
さ
れ
た
小
型
の
壺
や
器

台
も
、
も
し
か
し
た
ら
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た

土
器
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

河
川
跡
は
、
竪
穴
建
物
や
掘
立
柱
の

建
物
跡
と
は
違
い
、
人
々
の
生
活
と
い
う

も
の
が
直
接
的
な
形
と
し
て
見
え
て
こ
な

い
遺
構
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
が
生

き
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
水
を
運
ぶ
河

川
は
、
人
々
の
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
も
の
を

注
意
深
く
観
察
す
る
と
、
当
時
の
生
活
の

様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

情
報
源
と
な
る
の
で
す
。

163
弥生時代の川の中

「小柿遺跡」
問出土文化財センター
　☎ 553-3359 ＦＡＸ 553-3514
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森田まさのりさん
年末になり、今年も新語・

流行語が取り沙汰されるよう
になってきました。今年はコ
ロナ禍という事もあり、3 密、

ソーシャルディスタンス、アベ
ノマスクなど、まさに今年を象

徴する言葉がたくさん生まれました。こういうもの
は期せずして生まれた言葉が新語・流行語として残っ
ていくものであって、あざとく流行らせようとキャッ
チーな言葉を考えてみても、得てして目論見は外れる
ものです。

かく言う私は「ROOKIES( ルーキーズ）」の中で、
主人公の決め台詞として、「夢にときめけ明日にきら
めけ」というものを作りました。これは実は、まさに
流行らせようと思って考えたものなのです。「ときめ

く」や「きらめく」の動詞を、あまり使わない命
令形で用いると、少しコミカルな響きになり、口
にしてみたくなるのではと考えました。

この台詞そのものに、ことわざのような深い
意味合いはありません。むしろ読んで字の如く、
スローガンのようなもので、自分を鼓舞するつも
りで、大きく口に出して唱えてしかるべきものな
のです。

まっすぐな主人公の台詞として、作品にこの
台詞はハマったと思いますが、果たして流行った
のかどうか…。
「ROOKIES（ルーキーズ）」のドラマからもう

10 年以上経ちますが、あと 10 年後覚えてくれ
ている人が少しでもいればと願うばかりです。

問秘書広報課 広報・広聴係
☎551-0641�ＦＡＸ553-1280

うますぎる栗東大使

うますぎ★ブランド
安養寺山からの風景

本市には金勝山、日向山などがあり、市内をさまざ
まな角度から見ることができます。そのうちの一つが
今回紹介する安養寺山です。安養寺山は本市のほぼ中
心部に位置しており、標高が234ｍと低く、頂上近く
までは舗装された道路が整備されているので、迷わず
に歩いて登ることができます。頂上付近は眺望が良く
市内を眼下に、奥には琵琶湖や比叡山を望むことがで

きます。この安養寺山は鉱山としての歴史があり、
現在は閉山されていますが、明治21年から75年
間にわたってマンガンが採掘されていたそうです。
マンガンの他にも昭和８年には金の含有が認定さ
れ、金や銀も採掘されたそうです。

そんな一面もある安養寺山はさくらやもみじ
の木が多く、今の時期は紅葉を、春はさくらを見
ながら散策することが出来ます。頂上まで 30 分
程度で登ることが出来るので、天気が良い日に出
かけてみてはいかがでしょうか。
問商工観光労政課 観光振興係
　☎551-0236�ＦＡＸ551-0148

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

見てるだけ　それでも十分　加害者だ
～令和元年度人権啓発作品 標語の部 佳作作品～13 広報りっとう　2020.12. １　No.983



きらきら広場（ミニ運動会）
10 月 29 日（市民体育館）

未就園児の親子で体を動かし、楽しいひと
ときを過ごしました。本年度は規模を縮小し
ての開催となりましたが、参加した皆さんは、
広い体育館でのびのびとふれあい遊びや、ダ
ンスなどを楽しんでいました。

11 月３日（大宝神社）
発団40周年を迎えたボ－イスカウト栗東第

８団が、団員76人と元団関係者の皆さんの記
念として、栗東市緑化推進委員会の協力のも
と、神社境内にけやきの木を植樹しました。今
年は感染症拡大の影響で植樹事業以外の活動
が中止や縮小となる中、記念植樹は実施でき、
参加者の皆さんの心に残る一日となりました。

10 月 28 日
（市内公立幼児園・保育園・幼稚園）

ヤンマーシンビオシス㈱より、色とりど
りに変化する植物を園児に楽しんでもらおう
と、市内の公立園に観賞用のとうがらしを寄
贈いただきました。

発
団
40
周
年
記
念
植
樹
を
実
施

鑑
賞
用
と
う
が
ら
し
の
寄
贈

10 月 28 日（市役所）
㈱麗光と「災害時における物資の供給に

関する協定書」を締結するにあたり、調印式
が行われました。この協定により、災害発生
時に、迅速に救援物資を供給する体制が強化
されます。

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結

新型コロナウイルス感染症予防対策などのため寄贈をいただきました。ありがとうございました。
◇寄贈　株式会社光栄テクニカ（敬称略・11 月 18 日現在）

10 月 28 日（大宝西学区各所）
大宝西ふれあい解放文化祭を例年どおりに開

催できない中、部落差別をはじめとするさまざ
まな人権問題について振り返り、人と人との繋
がりの大切さを伝えようと、大宝西小学校区の
多くの人に自らの思いをカードに記入してもら
い、職員が風船につけて空へ飛ばしました。風
船を拾った人から次々と返事が届いています。

思
い
を
乗
せ
た
風
船
、
大
空
へ
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フォトニュース

ハーベスタイン走井
11 月１日（走井地域）

棚田が広がる走井集落にて、収穫祭「ハーベ
スタイン走井」が開催されました。訪れた人は青
空の下で「こんぜ清流米」の釜飯を食べたり、音
楽を楽しんだりして過ごしました。

今年は休耕田を活用し、田植え体験や収穫体験
も開催され、体験者には収穫したお米が配られま
した。地域の人は美しい風景や棚田を維持するた
め、更なるボランティアの力を必要としています。

フードドライブ開催
10 月 23 日・24 日（市役所・危機管理センター）

10月の「食品ロス削減月間」に開催。フード
ドライブとは、家庭で使いきれない食品や、食べ
きれない食品を持ち寄り、福祉団体や施設に寄付
をする活動です。２日間行い、市民の皆さんから
即席めんやお菓子など607点、199㎏の寄付をい
ただきました。今回提供された食品は、社会福祉
協議会を通じて、食の支援を必要とされる市内の
人や市内福祉関係団体などに届けられます。

11 月 10 日（葉山東小学校）
10・11 月の「麻薬・覚醒剤乱用

防止運動」にあわせ、市内小中学校
を少年補導委員・少年センター・草
津警察署の職員が訪問し、協働で制
作した啓発ボードとビラを寄贈。
「薬物の恐ろしさがわかった。絶

対に使ったり、関わったりしたくあ
りません。」と児童から感想が聞かれ
ました。

薬物の危険性を学ぶ
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輝く栗東人 平飼いで健康に育った純国産たまご

浅
柄
野
の
自
然
豊
か
な
土
地
で
営
ま
れ

て
い
る
養
鶏
場
の
３
代
目
櫻
井
さ
ん
に
、

た
ま
ご
に
か
け
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
養
鶏
場
を
継
が
れ
た
き
っ
か
け
は
？

い
ず
れ
家
業
を
継
ぐ
つ
も
り
で
し
た
が
、

社
会
経
験
を
積
ん
で
か
ら
と
思
い
、
後
に

役
に
立
つ
よ
う
に
と
大
阪
の
市
場
に
就
職

を
し
ま
し
た
。
台
風
で
実
家
が
被
災
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
養
鶏
の
道

に
進
む
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
、

実
家
の
農
作
物
の
栽
培
も
手
伝
い
な
が
ら
、

約
5
０
０
羽
の
養
鶏
場
を
母
と
２
人
で
管

理
し
て
い
ま
す
。
品
種
は
す
べ
て
純
国
産

鶏
の
「
も
み
じ
」
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

■
美
味
し
い
卵
づ
く
り
の
た
め
の
工
夫
は
？

平
飼
い
の
良
い
所
は
、
太
陽
の
光
を
た

っ
ぷ
り
浴
び
て
、
自
然
の
風
を
感
じ
な
が

ら
、
元
気
に
走
り
ま
わ
る
こ
と
で
、
鶏
へ

の
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
気
候

の
変
化
に
対
す
る
温
度
や
湿
度
管
理
は
手

間
や
労
力
が
必
要
で
す
が
、
四
季
折
々
の

気
候
の
中
で
育
て
て
い
ま
す
。
飼
料
は
、

米
な
ど
の
穀
物
類
を
中
心
に
、
米
ぬ
か
や

カ
キ
殻
な
ど
約
10
種
類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

配
合
し
た
飼
料
の
ほ
か
、
畑
で
大
切
に
育

て
て
い
る
野
菜
も
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
殻
は
し
っ
か
り
と
硬
く
、
卵
の

黄
身
の
色
は
自
然
な
レ
モ
ン
色
で
、
白
身

は
弾
力
が
あ
り
、
活
き
の
良
さ
が
あ
り
ま

す
。
卵
特
有
の
臭
み
が
な
く
、
さ
っ
ぱ
り
し

て
い
る
の
に
、
後
味
に
卵
の
旨
味
や
コ
ク

を
感
じ
る
優
し
い
味
わ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
抱
負
は
？

現
在
は
京
都
の
市
場
へ
卸
し
て
い
る
ほ

か
、
地
元
の
常
連
さ
ん
や
遠
方
か
ら
も
買

い
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
卵
の
味
に
共
感
し
て
く
だ
さ

る
声
が
増
え
て
き
て
嬉
し
い
で
す
。

来
春
、
地
元
の
直
売
所
へ
の
出
荷
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ラ
ベ
ル
を

貼
っ
た
り
、
他
の
卵
と
は
違
う
ブ
ラ
ン

ド
感
を
出
し
て
販
売
・
宣
伝
方
法
を
工

夫
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
は
、
鶏
舎
に
あ
る
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
て
、
規
模
を
拡
大
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
お
店

で
「
櫻
井
の
た
ま
ご
」
を
見
か
け
た
ら
、

一
度
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
卵
本
来

の
旨
味
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　2019年から家業の養鶏場を３代目として
引き継ぐ。2015年の台風で実家が被災した
ことを契機に、退職して養鶏の道へ。日々
悪戦苦闘しながらも、安心安全な卵づくり
を目指し、鶏の世話に精を出す。約500羽
の鶏を平飼いで育て、京都の市場への卸や地
域への一般販売を行う。

櫻井 智
と し ひ ろ

宏さん（荒張・26 歳）

▲大切に育てられた、新鮮なたまご ▲鶏舎内の元気なニワトリたち
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